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第７期第１回相模原市緑区区民会議 

事務局 

（担当課） 
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その理由 

 

会議次第 

１ 開会 

２ 自己紹介 

３ 緑区区民会議について 

４ 会長・副会長の選出 

５ 議題 

（１）緑区基本計画について 

（２）第７期緑区区民会議の進め方について 

（３）テーマの設定について 

６ その他 

７ 閉会 
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審  議  経  過 

主な内容は次のとおり。（◎は会長の発言 ○は委員の発言 ●は事務局の発言） 

 

１ 開会 

会長、副会長が選出されるまでの間、緑区役所区政策課長により議事を進行し

た。 

また、出席委員は２１人であり、会議の成立要件を満たしている旨の報告、会

議の公開の説明、配付資料の確認を行った。 

 

２ 自己紹介 

各委員から自己紹介を行うとともに、職員の紹介を行った。 

 

３ 緑区区民会議について 

事務局から、緑区区民会議の概要について説明を行った。 

 

４ 会長・副会長の選出 

相模原市緑区区民会議規則第３条第２項において、「会長及び副会長は、委員

の互選により定める。」と規定されていることから、出席委員に意見を求めた。 

○齋藤委員 

  前回に引き続き、会長は牧瀬委員に、副会長は第５期から携わっており、地

区まちづくり会議の代表として地域の実情に精通している宮野委員にお願いし

たい。 

この意見を受け、委員に諮った結果、全会一致で会長に牧瀬委員、副会長に宮

野委員が選出された。 

牧瀬会長、宮野副会長の挨拶の後、相模原市緑区区民会議規則第３条第３項の

規定に基づき、議事の進行を牧瀬会長に交代した。 

 

５ 議題 

（１） 緑区基本計画について 

   事務局から「緑区基本計画」に基づき、説明を行った。 

（２） 第７期緑区区民会議の進め方について 

事務局から「第７期緑区区民会議の進め方について（案）」に基づき、説明を

行った。 

（３） テーマの設定について 

事務局から「テーマの設定について」に基づき、説明を行った。 

   その後、現在課題に感じていることやテーマにしたいこと等について、今期か

らの委員を中心に意見を伺った。 
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〇河津委員 

相模湖まちづくり会議では、観光と子どもたちの望ましい学習環境の在り方の

２つを議論している。観光については、多くの観光客に来てもらえるような企画

がなかなか出てこないので苦労している。子どもの件については、小・中学校の

通学範囲が広いことから通学の関係が課題となっている。 

 

 ◎牧瀬会長 

  学習環境とは、学力向上なのか、もっと幅広い範囲なのか。 

 

 ○河津委員 

   学習にかかわる広い範囲での環境である。少人数の学校ゆえのメリットを生か

した上で、デメリットを克服していきたい。まちづくり会議で、相模湖地区の小

学校３校、中学校２校の全家庭にアンケートをしてもらっており、現在集計中で

ある。 

 

〇立川委員 

津久井地域は高齢化が進み、子ども達の数は減少している。また、公共交通が

非常に不便と感じている。将来、車の免許を返納した場合、買い物や通院の手段

がなくなってしまう。路線バスと重複する経路には、コミュニティバスを走らせ

ることはできないと聞いたことがあるが、市でこれを克服できるような案を考え

ていただき、実現してもらえると助かる。 

 

〇角田委員 

少子化の問題であるが、鳥屋の小・中学校が来年４月から義務教育学校になる

など、今が転換期だと思っている。どうすれば若い人が残ってくれるのか、若い

夫婦が引っ越して来てくれるのかを考えるのがよいと感じている。中央区や南区

でも学校の統廃合問題が出てきているので、緑区でも今後加速していくと思う

が、少しでも歯止めをかけられればと思っている。 

 

〇佐伯委員 

旧４町の在住者は、相模原市や緑区というよりも旧４町という認識がいまだに

強いと思っている。緑区に住んでいて良かった思えるまちにしないと若者は地元

に残らないと思う。そのためにも地域の魅力を発信していく必要があるのではな

いかと思っている。 
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〇小野沢委員 

旧４町の地域では、小規模で夫婦２人きりで商売をしている人も多く、商売と

生活が一体となっている事業者がほとんどである。自分達の代で終わりと考えて

いる人が多く、事業承継というのが課題と思っている。マッチングをしていくと

いう動きがあるが、商売と生活が一体となっていることもあり、承継が難しい現

実がある。産業界では、小規模事業者が多く、就業の場が少ないことをどう克服

していくかがテーマとなっている。産業が元気にならないと地域も活性化しない

と思っている。 

 

〇村上委員 

２０２７年に橋本駅にリニア中央新幹線の駅が設置されるという期待値から、

橋本駅周辺だけではなく二本松あたりまで地価が上昇している。期待されている

どおりのまちになるのか、期待はずれにならないか、実態が伴うか心配である。

橋本近辺の地価高騰により若い世代がローンを組めない事例があり、他市に住ま

ざるを得ない点に危機感を感じている。新駅開業までに魅力があり、もっと活性

化したまちになれば、若い世代が集まってくるのではないか。 

 

〇米山委員 

自宅前のバス路線は、１日に３本ぐらいしかないため、車がないと生活してい

けない状況である。リニア中央新幹線の駅ができ都心とのアクセスは良くなる

が、緑区内や市内では、道路の渋滞によりバスが時間どおりに来ない、時間どお

りに着かないなど、公共交通の問題が一番の課題だと考えている。また、流山市

のように子育て世帯に特化するなど、何か一つのものに特化した取組を市として

行うことも必要ではないかと思う。 

 

〇白水委員 

２００５年に移住してきたが、デメリットよりメリットの方が多いと感じてい

る。都心から近いのに自然がたくさんあるという魅力などをもっとアピールすれ

ばと思っている。人口減少の話があったが、シュタイナー学園のように、公立の

学校でも特色のある教育に取り組めば、引っ越してくる若い世代が増えるのでは

ないか。耕作放棄地が増加する中、就農希望の若者もいるが、猪や鹿による獣害

により生活していけないという事例もあるので、これらに取り組めば移住者も増

えるのではないか。また、仕事柄、外国人旅行者に接触する機会が多いが、日本

の伝統食や自然の中で遊ぶなど、体験したい外国人が多いので、いろいろ体験が

できる緑区をアピールできれば、ビジネスにもつながり、人口減少の問題にも明

るいきざしをもたらすことができるのではないか。 
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〇松平委員 

これまでの緑区区民会議の成果を教えてほしい。 

相模原市は、昨年が人口のピークでこれから減少していくと予測がされている

と思う。せっかく橋本にリニア中央新幹線の新駅ができるので、橋本駅で降りて

もらって、相模湖や藤野地区に足を運んでもらえるような戦略がないかと思って

いる。また、公共交通が不便という話があったが、緑区として特色のある公共交

通のパスができないかと思っている。 

 

●区民会議の成果については、次回の会議で資料をお示しさせていただきたい。 

 

〇日高委員 

津久井地区に住んでいるが、若者の視点からいうと地域から出ざるを得ない状

態だと思う。子どもの遊び場にしても声がうるさいという苦情があるといろいろ

と制限されたりするなど、大人の事情により遊べない環境に作り上げていると感

じている。子ども達が我慢しなければならない状況などを若者が見ており、ここ

で子どもを産んで育てていきたいとは思えないと感じている。また、例えば、仕

事で遅くなると公共交通が不便で帰れないので引っ越さざるを得ないが、一人暮

らしは経済的に厳しく自分のことで精一杯で、子どもを持つ余裕すらなくなって

しまうのではと感じている。移住など市外から人を集めるのも大事だが、今ここ

に住んでいる若者たちに視点を向けることも必要ではないかと思っている。 

 

〇茂手木委員 

アルバイト等が定着しない、集まらないなど、人手不足という話を聞いてい

る。人手が不足すると安全管理や衛生管理にも支障が出てくると感じている。ま

た、バスが１時間に１・２本しかなく公共交通が不便であるとの声を聞いてい

る。 

 

〇齋藤委員 

城山地区では、高齢者をどのように見守っていくかがテーマになっている。車

の運転ができなくなると買い物や病院に行く足がなくなってしまう。運転ができ

なくなってからでは遅いので、今のうちに考えておかなければならない。無理し

てでも車を運転しなければならない環境をどのように改善していくのか、一人暮

らしの高齢者をどのようにフォローしていくのか、高齢者は本当に免許返納がで

きるのかなどを考えていかなければならない。 
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〇熊谷委員 

旧市と旧津久井郡４町からなる緑区は、都市部と山間部とがうまく融合して区

としてどう発展させていくかが重要と考える。また、公共交通が不便な地域の買

い物支援について、机上の話だけではなく、実際に買い物支援に取り組んでみて

利用者が求める内容を検討していければと思っている。津久井地区の根小屋では

乗合タクシーが走っているが、利用率が下がってきており、より利用しやすい在

り方を検討していきたいと思っている。 

 

◎牧瀬会長 

ある中山間地域では、自動運転の実証実験が開始されている。現在、自動運転

のレベルは、レベル３（条件付き自動運転）やレベル４（自動運転（限定領

域））の段階であり、２０３０年代には、制限なく全ての運転操作が自動化され

たレベル５になると見込まれているため、公共交通の問題も解決していくのでは

ないかと考えている。また、別の中山間地域では、自宅で診療が受けられるオン

ライン診療を試行しており、１０年というスパンで考えれば、技術革新がある程

度、諸問題の解決策になると考えられる。それまでの間をどうするかといった議

論をしていければよいのではないか。 

 

〇池田委員 

佐伯委員から旧４町のアイデンティティは強いが、緑区民や相模原市民という

アイデンティティはまだまだできていないという話があったが、区民会議を通じ

て、緑区全体で問題意識を共有しあう工夫が必要なのではと感じている。例え

ば、学校の統廃合は津久井地区の青根で先行事例があり、乗合タクシーについて

は、津久井地区の根小屋や藤野地区で事例があるので、各地域の実情を情報共有

してさらに工夫していくことがあってもいいのではないか。また、公共交通の問

題は、地域だけの課題ではなく全世代にかかわることであり、共通の認識として

意見交換できるような機会を区民会議を通じて仕掛けていく必要があるのではな

いかと感じた。 

 

〇星委員 

緑区の問題点を共有しあうというのはもっともであり、話し合いの中で問題点

が共有できればと思う。第６期区民会議で出た課題や意見をある程度引き継いだ

方がよいのではないかと思う。第６期の区民会議でも緑区の魅力の話があり、本

日、第７期の新しい委員からも緑区の魅力の話があったので、緑区の魅力を発信

して、緑区以外の人に来てもらう方策を検討してはどうかと思う。 
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〇吉野委員 

第６期で提言書が作成されているが、これを前に進めていくことも大事だと思

っている。観光について、緑区は自然が豊かであり、中央区や南区にはＪＡＸＡ

やロボット産業があるので、これらをうまくつなげたような観光も必要ではない

かと感じている。公共交通の話があったが、様々なところの工夫された事例を参

考に緑区内でも実施できるようにしていくのが大事であると感じている。 

 

◎牧瀬会長 

各委員からの意見を事務局で精査し、その内容をもとに次回意見交換を進めて

いきたい。 

  精査の際は、「緑区役所が単独で取り組むことができる課題」、「緑区内の

４地区以上で共通している課題」、なお、全地区に共通している課題があれば

ベストである、そして「世代間に共通する課題」、「第６期区民会議でも出

て、本日も出た６期・７期で共通する課題」という４つの視点で資料を作成し

ていただきたい。 

  また、区民会議のこれまでの成果の資料を作成し、事務局から示していただ

きたい。 

 

６ その他 

  次回会議は、令和４年１１月４日（金）１０時からの開催を予定 

 

７ 閉会 
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相模原市緑区区民会議委員出欠席名簿 

（順不同・敬称略） 

区   分 氏   名 所 属 団 体 等 出欠席 

まちづくり会議 

森  誠壽 橋本地区まちづくり会議 副代表 出席 

佐藤 金男 大沢地区まちづくり会議 代表 出席 

齋藤 信夫 城山地区まちづくり会議 代表 出席 

熊谷  弘 津久井地区まちづくり会議 代表 出席 

河津  暁 相模湖地区まちづくり会議 代表 出席 

○宮野善三郎 藤野地区まちづくり会議 代表 出席 

関係団体 

松井 光臣 相模原市地区社会福祉協議会緑区連絡会 会長 出席 

立川 直子 
相模原市民生委員児童委員協議会 常任理事 
（津久井地区民生委員児童委員協議会 会長） 出席 

角田  健 相模原市ＰＴＡ連絡協議会 副会長 出席 

佐伯 守章 相模原商工会議所 青年部 副会長 出席 

小野沢健二 
津久井地域商工会連絡協議会 会員 
（相模湖商工会 事務局長） 

出席 

吉野 賢治 公益社団法人相模原市観光協会 代表理事 出席 

村上 翔一 公益社団法人相模原青年会議所 出席 

山﨑 勇貴 公益社団法人津久井青年会議所 理事長 欠席 

佐藤 鉄郎 
相模原市既存住宅リフォーム・改築推進協議会 
事務局長 

欠席 

星  和美 特定非営利活動法人ふじの里山くらぶ 理事 出席 

米山 敦子 
特定非営利活動法人男女共同参画さがみはら 
副代表理事 

出席 

学識経験者 
◎牧瀬  稔 関東学院大学法学部 准教授 出席 

池田 寛二 法政大学社会学部 教授 出席 

区民 

白水 敦子 公募委員 出席 

松平菜保子 公募委員 出席 

日髙 彩希 公募委員 出席 

民間事業者 

茂手木祐介 相模湖リゾート株式会社 代表取締役社長 出席 

佐藤 賢策 東日本旅客鉄道株式会社橋本駅 駅長 欠席 

中原 正貴 
神奈川つくい農業協同組合 経済部 
営農経済課長 

欠席 

◎は会長、○は副会長 


